
○岡山市基本政策等に関する審議会設置条例 

平成２３年３月１６日 

市条例第７号 

岡山市総合政策審議会条例（平成１２年市条例第５号）の全部を改正する。 

（設置） 

第１条 本市の基本的な政策等の企画立案に当たり，必要な調査審議を行わせるため，地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３項の規定に基づき，岡山市基

本政策審議会（以下「基本政策審議会」という。）及び分野別の政策審議会（以下「特

定政策審議会」という。）を設置する。 

（所掌事務等） 

第２条 基本政策審議会は，次に掲げる事務を所掌する。ただし，法令又は他の条例に特

別の定めがある場合を除く。 

（１） 総合計画及び複数の特定政策審議会の分野に係る主要な行政計画に関すること。 

（２） 複数の特定政策審議会の分野に係る主要な政策課題に関すること。 

２ 特定政策審議会の名称及び所掌する事務は，次に掲げるとおりとする。ただし，所掌

する事務については，法令又は他の条例に特別の定めがある場合を除く。 

名称 所掌事務 

岡山市総務・市民政策審議会 総務，財政，行財政改革，市民生活及び文化分野に係

る主要な行政計画及び政策課題に関すること。 

岡山市保健福祉政策審議会 保健，医療及び福祉分野に係る主要な行政計画及び政

策課題に関すること。 

岡山市環境政策審議会 環境分野に係る主要な行政計画及び政策課題に関する

こと。 

岡山市経済政策審議会 経済及び産業分野に係る主要な行政計画及び政策課題

に関すること。 

岡山市都市・消防政策審議会 都市整備，交通，消防及び防災分野に係る主要な行政

計画及び政策課題に関すること。 

（組織） 

第３条 基本政策審議会及び特定政策審議会（以下「審議会」という。）は，それぞれ委

員１０人以内で組織する。ただし，市長は，必要があると認めるときは，委員を５人以

内で増員することができる。 
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（委員） 

第４条 委員は，学識経験者，市民その他市長が適当と認める者のうちから，市長が委嘱

する。 

２ 委員の任期は，２年とする。ただし，委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は，

前任者の残任期間とする。 

３ 委員は，再任されることができる。 

（会長等） 

第５条 審議会に，会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は，委員の互選によりこれを定める。 

３ 会長は，会務を総理し，審議会を代表する。 

４ 副会長は，会長を補佐し，会長に事故があるとき又は欠けたときは，その職務を代理

する。 

（会議等） 

第６条 審議会の会議は，会長が必要に応じて招集し，会長が議長となる。 

２ 審議会の会議は，委員の過半数が出席しなければ開くことができない。 

３ 審議会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 

４ 会長は，必要に応じ，会議に関係者の出席を求め，説明又は意見を聴くことができる。 

（その他） 

第７条 この条例に定めるもののほか，審議会の運営に関し必要な事項は，会長が審議会

に諮って定め，その他必要な事項については，市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は，平成２３年４月１日（以下「施行日」という。）から施行する。 

（経過措置） 

２ 施行日以後，最初に委嘱される審議会の委員の任期は，第４条第２項の規定にかかわ

らず，平成２４年１１月１４日までとする。 
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日時：平成26年12月18日（木）13:30～15:00

場所：本庁舎３階第３会議室
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平成26年度

第１回岡山市基本政策審議会  配席表

越宗孝昌委員

小松泰信委員 阿部宏史委員

片山浩子委員

塩見槇子委員 池田太郎委員

受
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扉
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梶谷俊介委員

阿部典子委員

岡山市

事務局

（政策局）

北
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岡政企第 ３４９  号

平成２６年１２月１８日

岡山市基本政策審議会

会長          様

岡山市長 大 森 雅 夫

岡山市のまちづくりの長期的な構想について（諮問）

 岡山市基本政策等に関する審議会設置条例（平成２３年市条例第７号）第１

条及び第２条第１項第１号の規定に基づき、岡山市のまちづくりの長期的な構

想について、貴会のご意見を伺います。
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新たな総合計画の策定にあたっての基本的な考え方
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１

１ 計画策定の趣旨 

岡山市は、平成２１年度を初年度として、「岡山市都市ビジョン［新・岡山市

総合計画］」に基づき、政令指定都市としてのまちづくりを推進してきました。 

その間、岡山市政を取り巻く状況は大きく変化し、新たな政策課題が生じて

います。 

特に、急激に進む少子高齢化や人口減少への対応が、我が国全体の大きな政

策テーマとなる中で、これまで順調に人口が増加してきた岡山市においても、

近い将来、人口減少期に突入することを見据え、中長期的な展望に立ち、持続

可能なまちづくりを進めていく必要があります。 

そのためには、市民一人一人が健康でいきいきと暮らし、安心して結婚・出

産・子育てをすることができる環境づくりや、女性が様々な分野で輝くための

取組等を進めていくことが求められています。 

さらには、岡山市は、市域内に中心市街地や豊かな田園地帯など、多様な地

域を有しており、各地域の特性や資源をいかしながら、調和のとれた地域づく

りを進めていく必要があります。 

一方、中四国の交通結節点に位置し、人口１６０万の岡山大都市圏の中心都

市である岡山市には、産業の振興や雇用の創出など、圏域全体の成長と発展を

けん引する役割を担うことも求められています。 

また、巨大地震の発生や大型化する台風、頻発する集中豪雨等による自然災

害への不安の増大や、岡山市初の国連機関による国際会議の開催を契機とする

市民協働意識の高まり、岡山駅前への西日本最大級の大型商業施設の開業など、

都市ビジョンの策定時には想定していなかった大きな環境変化も生じています。 

こうした時代の要請や環境の変化に的確に対応しつつ、市民の皆様と目標を

共有し、ともに考え、ともに行動しながら、魅力と活力のあるまちづくりを進

めるため、新たな総合計画を平成２８年度中に策定します。 

２ 計画の名称 

「（仮称）第６次岡山市総合計画」とし、副題も含めて今後検討します。 

３ 計画の構成、計画期間 

長期構想（仮称）、中期計画（仮称）の２層構成とし、それぞれ、「市議会の

議決すべき事件に関する条例」に規定する基本構想、基本計画として、議会の

議決を経るものとします。 

（１） 長期構想（仮称） 

長期的な視点に立ち、岡山市のまちづくりの基本理念・将来像や市政運

営の基本方針等を示します。 

計画期間は、平成２８年度（２０１６年度）から平成３７年度（２０２

５年度）までの１０年間とします。 



２

（２） 中期計画（仮称） 

長期構想（仮称）を実現するための政策・施策の体系を整理し、政策分

野別の目標や施策の方向性等を示します。 

また、地域の特性を踏まえた地域づくりの基本的な方向性等を区別計画

として示します。 

計画期間は、平成２８年度（２０１６年度）から平成３２年度（２０２

０年度）までの５年間とします。 

（３） 中期計画取組状況報告書（仮称） 

中期計画（仮称）を推進するため、特に重点的に実施する施策・事業に

ついて、その取組状況を毎年度公表します。なお、重点的に実施する施策・

事業については、社会経済情勢の動向等を踏まえながら、適宜、追加等を

行うものとします。 

[計画の構成と計画期間] 

４ 計画策定体制等 

（１） 基本政策審議会 

     「岡山市基本政策等に関する審議会設置条例」に基づき、学識経験者、

市民など１５名で構成する岡山市基本政策審議会において、新たな総合計

画について審議を行います。 

（２） 総合計画策定検討委員会 

     市長を委員長とする岡山市総合計画策定検討委員会を庁内に設置し、新

たな総合計画の策定に向けて、全庁的な取組を推進します。 



３

（３） 市民参加 

市民をはじめ多様な主体が新たな総合計画の策定に参加していただける 

よう、ワークショップや市民アンケートなどの様々な機会を設けるととも

に、構想や計画の素案について、パブリックコメントを行う等により、幅

広い市民意見の反映を図ります。 

５ 計画策定にあたって留意すべき事項 

（１） 市民にわかりやすい計画 

岡山市のまちづくりの基本理念・将来像や重点的に取り組む項目等をわ

かりやすく示すことにより、市民と目標を共有し、協働してまちづくりを

進めていくための計画とします。 

（２） ＰＤＣＡサイクルの確立と見える化 

中期計画（仮称）において客観的な成果指標を設定し、定期的に評価・

検証する仕組みをつくります。中期計画(仮称)を推進するため、特に重点

的に実施する施策・事業の取組状況を毎年度公表することで、実効性のあ

る計画とします。 

（３） 個別計画との整合性の確保 

各局区室が所管する個別計画については、新たな総合計画との整合性を

確認し、必要に応じ改定を行います。 

新たな総合計画の策定期間中に改定や策定する予定の個別計画について

は、法令で規定があるもの等を除き、必要に応じて策定作業の進度調整を 

行う等により、総合計画との整合性を確保します。 

特に、今後とも厳しい財政状況が見込まれる中で、これからの行財政改

革の理念を計画の中に位置づけるとともに、新たな行革の実践方針と整合

性の取れた計画とします。 

６ 策定スケジュール 

（１） 長期構想（仮称） 

    平成２６年１２月～ 基本政策審議会における審議等 

    平成２７年 ４月～ 市民参加（ワークショップ、市民アンケート等） 

    平成２７年１１月  長期構想（仮称）の素案の発表 

    平成２８年 ２月  長期構想（仮称）（案）の議案提出 

（２） 中期計画（仮称） 

平成２８年 ４月～ 基本政策審議会における審議等 

平成２８年 ４月～ 市民参加（各種団体との意見交換等） 

    平成２８年 ９月  中期計画（仮称）の素案の発表 

    平成２８年１１月  中期計画（仮称）の議案提出 



４

［策定スケジュール］ 



第１回  平成 26年 12月 18日（木）13時 30分～15時 

○委員等の紹介 ○会長及び副会長の互選 

○諮問（岡山市のまちづくりの長期的な構想について） 

○協議（新たな総合計画策定の基本的な考え方、その他） 

【テーマ別討議】 

（第２回～６回 計５回） 平成27年 3月～8月 

第２回 テーマ① 「人口減少時代における都市のあり方（仮題）」 

（総論：人口減少、少子・高齢化、圏域、行財政改革等）  

第３回 テーマ② 「岡山の活力の創造と調和のとれた都市づくり（仮題）」 

（産業・経済、観光・交流、都市・交通、地域づくり） 

第４回 テーマ③ 「市民生活の向上と岡山の担い手づくり（仮題）」 

（健康・医療・福祉、生活・環境、教育・子育て、女性、文化、 

地域活動、市民協働等） 

第５回 テーマ④ 「重点課題」※ 

第６回 テーマ⑤ 「重点課題」※ 

            ※テーマ①～③で浮かび上がった重点課題についてより深く討議 

【長期構想の審議】 

（第７回～１０回 計４回） 平成 27年 9月～28年 1月 

第７回 市民意見、テーマ別討議の結果、長期構想（骨子案） 

第８回 長期構想（原案） 

第９回 長期構想（答申案） 平成 27年 11月 

                            ↓ 

[長期構想について答申] 

                            ↓ 

（長期構想（素案）として１１月議会に報告、パブリックコメント） 

↓ 

第１０回 パブリックコメント結果、長期構想（修正案） 平成28年 1月 

長期構想（案）の議案提出 平成28年 2月議会 

基本政策審議会の審議の進め方について（イメージ）

長期構想（仮称）の審議 平成２６～２７年度 １０回 

中期計画（仮称）の審議 平成２８年度 5回程度 
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